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 症状 
 ・初期 
   38℃前後の発熱（2～4日間続く） 
   咳・鼻水などの上気道症状 
   眼の充血・目やになどの結膜炎症状 
   口腔内の白色の斑点（コプリック斑） 
 

 ・発疹期 
   39℃以上の高熱 
   （発疹出現後3-4日続く） 
   顔から体幹、手足に広がる発疹 
  

 ・回復期 
       熱がさがり、発疹の色が薄くなる 
   発疹の色はしばらく残る（色素沈着） 
 

 予防：麻しんウイルスに対する 

        免疫（抗体）を持つ      

     ワクチン接種（2回） 
   
 はしか（麻しん）かな？と思ったら 
   受診…事前に医療機関に電話連絡し、 
       症状を伝える 
        ※公共交通機関の利用を避ける 

 
     
 
 

はしか（麻しん）の感染が報告されています 

現在、海外ではしか（麻しん）が流行しており、 
日本でも感染が報告されています 
 ※2015年3月27日世界保健機関西太平洋地域事務局により、 

  日本は麻しんの排除状態にあることがことが認定されている 

 

はしか（麻しん） 
 ・麻しんウイルスによって引き起こされる 
  急性の全身感染症 
 

 うつり方 
  空気感染…空気中に漂うウイルス 

       を吸い込む   
  飛沫感染…飛沫を吸い込む   
 

 特徴 
 ・感染力が強い 
   免疫のない人がかかると100％発症する   

   1人から約12ｰ18人に感染する 
  （基本再生産数 12-18）【参考：インフルエンザ 1-2】 
 
 ・一度感染して発症すると一生免疫が持続する 
 

 
季節の変わり目で体調崩しやすいためご注意ください                           

                   （感染制御部/ICT） 
国立感染症研究所 
https://www.niid.go.jp/niid/ja/kansennohanashi/518-measles.html 

横須賀市ホームページ
https://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/3170/kannsennsyou/masin202403.html 
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